
建設常任委員会に付託された事件について、審査した結果を御報告いたしま

す。 

認定第１号 平成２９年度岩国市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 本件のうち、当委員会所管分は、慎重審査の結果、認定すべきものと決しま

した。 

認定第６号 平成２９年度岩国市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

認定第７号 平成２９年度岩国市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

認定第８号 平成２９年度岩国市特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出 

決算の認定について 

認定第９号 平成２９年度岩国市周東食肉センター事業特別会計歳入歳出決算 

の認定について 

認定第１３号 平成２９年度岩国市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

認定第１５号 平成２９年度岩国市下水道事業会計決算の認定について 

 以上６件は、慎重審査の結果、認定すべきものと決しました。 

議案第８０号 平成２９年度岩国市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に 

ついて 

議案第８１号 平成２９年度岩国市工業用水道事業会計利益の処分及び決算の 

認定について 

 以上２議案は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決及び認定をすべきもの

と決しました。 

議案第８２号 平成３０年度岩国市一般会計補正予算（第２号） 

 本議案のうち、当委員会所管分は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決す

べきものと決しました。 

議案第８６号 平成３０年度岩国市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第８７号 平成３０年度岩国市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２ 

号） 

議案第８８号 平成３０年度岩国市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予 

算（第１号） 

議案第９３号 岩国市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条 

       例 

議案第９４号 岩国市一般廃棄物処理施設設置条例の一部を改正する条例 

議案第９７号 岩国市手数料条例の一部を改正する条例 



議案第９８号 岩国市営住宅条例の一部を改正する条例 

 以上７議案は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決すべきものと決しまし

た。 

 それでは、審査の状況について、御報告いたします。 

 議案第８１号 平成２９年度岩国市工業用水道事業会計利益の処分及び決算

の認定についての審査におきまして、委員中から、「現在、大口の給水契約を

している企業が事業を休止しているが、新たな企業が進出してこなければ、工

業用の水道事業の運営は厳しさを増し、事業の継続が困難になると考えられる

が、今後の見通しはどのようになっているのか」との質疑があり、当局から、

「現在も経費節減に努めているが、限られた収入の中で、さらに厳しい事業運

営を強いられることも想定される。相手企業の立場も理解しながら協議を進め

る一方で、事業のあり方を抜本的に見直し、できるだけ早い時期に今後の運営

方針を示したいと考えている」との答弁がありました。 

 本議案については、慎重審査の結果、全会一致で可決及び認定をすべきもの

と決しました。 

 次に、議案第９４号 岩国市一般廃棄物処理施設設置条例の一部を改正する

条例の審査におきまして、委員中から、「周陽環境整備センターにごみ等を直

接搬入していた個人や事業者は、来年度以降、日の出町に新たに整備されるサ

ンライズクリーンセンターにごみ等を搬入することとなる。搬送距離が長くな

るなど、不便になる面も考えられるが、中継施設を設置することはできないの

か」との質疑があり、当局から、「中継施設については、用地の確保、周辺環

境への配慮等の課題に加え、機材整備、人員配置等の費用対効果を勘案して検

討した結果、設置は困難であると判断している」との答弁がありました。 

 これを受けて、委員中から、「この件については、ほとんどの地域住民が問

題を認識していないと思われる。いろいろと課題があることは理解するところ

であるが、このように地域住民の十分な理解が得られていない中で、とにかく

自分たちで新施設に持ち込んでくださいというだけでは、配慮・工夫が足りな

いと言わざるを得ない。例えば、収集方法を改善するなど、市として何らかの

サポートはできないのか」との質疑があり、当局から、「現在、ごみ収集カレ

ンダーを初めとして、さまざまな周知を図っているが、来年４月に向けて、よ

り一層の周知に取り組むとともに、市民の声などにもしっかりと耳を傾けなが

ら、調査研究に努めてまいりたい」との答弁がありました。 

 これを受けて、委員中から、「長距離の搬送になれば、交通事故を初め、さ

まざまな問題が起こることも想定される。何らかの問題が生じた場合には、中



継施設の設置について再検討するなどの柔軟な対応を求めたいと考える」との

意見がありました。 

 本議案については、慎重審査の結果、全会一致で可決すべきものと決しまし

た。 

 なお、そのほかの案件につきましては、特に申し上げるべきことはございま

せん。 

 以上で、建設常任委員会の審査報告を終わります。 


